
　

今
か
ら
16
年
前
の
平
成
７
年
１
月
17

日
、阪
神・淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
多
く
の

犠
牲
者
や
負
傷
者
が
出
ま
し
た
。
地
震
の

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
16
年
前
に
立

ち
返
っ
て
、も
う
一
度
地
震
対
策
に
つ
い

て
、各
家
庭
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
防
災
訓
練

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
不
使
用
訓
練

　
私
た
ち
は
普
段
、電
気・ガ
ス・水
道
な

ど
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、大
き
な
地
震
が
発
生
す
る

と
、こ
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
地
震
の
難
を
逃
れ

助
か
っ
て
も
、し
ば
ら
く
は
電
気
や
水
道

を
使
え
な
い
ま
ま
生
活
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
寒
い
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

電
気・ガ
ス・水
道
を
一
切
使
用
し
な
い
生

活
を
半
日
で
も
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
震
災
後
も
不
自
由
な
く
過
ご
す
た
め

に
何
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
、見

え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１

　
災
害
発
生
時
に
は
、回
線
が
混
み
合
い

固
定
電
話・
携
帯
電
話
と
も
に
通
じ
に
く

く
な
り
ま
す
。
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

１
７
１
は
、被
災
地
の
人
が
録
音
し
た
安

否
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
ほ
か
の
地
域
の

人
が
聞
い
た
り
、ほ
か
の
地
域
の
人
か
ら

被
災
地
の
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
家
族
が
い
た
り
、地
元
を
離
れ
る

機
会
の
多
い
方
は
、使
用
方
法
を
お
互
い

に
知
っ
て
お
け
ば
災
害
時
の
安
否
確
認
に

き
っ
と
役
立
ち
ま
す
。

　
本
来
、災
害
発
生
時
に
し
か
開
設
さ
れ

ま
せ
ん
が
、防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

中（
１
月
15
日
午
前
９
時
～
21
日
午
後
５

時
）は
体
験
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
、受
話

器
を
取
っ
て
①
⑦
①
、後
は
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
従
っ
て
操
作
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

お
試
し
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
地
震
対
策

●「
倒
れ
な
い
」が
大
事

　
阪
神・淡
路
大
震
災
で
は
、建
物
や
家
具

の
倒
壊
に
よ
っ
て
、多
く
の
死
傷
者
が
出

ま
し
た
。
家
具
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

大
切
な
財
産
で
す
が
、大
き
な
地
震
が
起

こ
る
と
凶
器
と
な
り
ま
す
。
地
震
が
起

こ
っ
た
時
に
、買
っ
た
ば
か
り
の
薄
型
テ

レ
ビ
が
転
倒
し
な
い
よ
う
に
支
え
て
い
た

と
い
う
声
も
チ
ラ
ホ
ラ
…
。
し
か
し
こ
の

行
為
は
自
ら
の
身
を
守
れ
て
い
な
い
の
で

大
変
危
険
で
す
。
安
心
し
て
自
分
の
身
を

守
れ
る
よ
う
に
、転
倒
防
止
策
を
施
し
ま

し
ょ
う
。

・
Ｌ
字
金
具
固
定

・
つ
っ
か
え
棒
固
定

・
転
倒
防
止
耐
震
シ
ー
ト　
な
ど

●
非
常
用
品
の
備
蓄

　
阪
神・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の
声
の

中
で
、水
は
常
に
備
蓄
し
て
お
い
た
方
が

い
い
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

一
人
当
た
り
２
リ
ッ
ト
ル
を
３
日
分
備
蓄

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、懐
中
電
灯
も
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
の
声
が
多
数
あ
り
ま
す
。
携
帯
電
話
の

ラ
イ
ト
は
比
較
的
明
る
く
、代
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、点
灯
方
法
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
世
帯
、赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
世
帯
、

持
病
の
あ
る
方
等
、各
家
庭
に
よ
っ
て
常

時
必
要
な
物
は
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

特
殊
事
情
は
、救
援
物
資
等
で
は
解
消
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、普
段
か

ら
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　訓練では、財団法人自治総合センターから宝く
じの普及広報事業の助成を受け購入したＡＥＤト
レーナー等の資機材を利用して、心肺蘇生法やＡ
ＥＤの取り扱い方法についての講習会を行いまし
た。この資機材は、今後も市内で有効に活用して
いきます。

ふるさと消防団活性化助成事業

AEDトレーナーを購入

甲
賀
市
防
災
訓
練

大
規
模
災
害
に
備
え

地震の備えはできていますか 　
11
月
28
日
に
甲
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
甲
賀
市
防
災
訓
練
を
実
施
し
、市

民
、防
災
関
係
機
関
等
の
相
互
連
携
の
強
化
に
取
り
組
み
、そ
の
役
割
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、午
前
８
時
に
葛
木
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7
の
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、地
元
葛
木
区
、ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス

区
の
住
民
の
方
を
は
じ
め
、防
災
関
係
機
関
を
含
む
17
団
体
約
５
２
０
人
が
訓
練

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
訓
練
や
、災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
用
訓
練
、医
師・
看
護
師
の
派
遣
に
よ
る
負
傷
者
救
護

訓
練
等
、新
た
な
訓
練
に
も
取
り
組
み
、防
災
意
識
や
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

危機管理課　総合防災係　☎65-0665　 Fax63-4619 負傷者救護訓練

応急処置講習

給水訓練

避難訓練

火災防御訓練 建物救助訓練

水防訓練 炊き出し訓練

災害ボランティアセンター
設置運用訓練

事故車両からの救助訓練

災害対策本部長として
指揮をとる中嶋市長

初期消火訓練

土砂災害からの救出訓練

◆
参
加
団
体
（
順
不
同
）

・
甲
南
町
ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス
区

・
甲
南
町
葛
木
区

・
甲
南
町
赤
十
字
奉
仕
団

・
社
団
法
人
滋
賀
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
甲
賀
支
部

・
社
団
法
人
滋
賀
県
建
設
業
協
会
甲
賀
支
部

・
甲
賀
市
管
工
事
協
同
組
合

・
滋
賀
県
電
気
工
事
工
業
組
合
水
口
支
部

・
滋
賀
県
石
油
商
業
組
合
甲
賀
支
部

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
賀
ユ
ー
ト
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
医
療
法
人
仁
生
会
甲
南
病
院

・
社
会
福
祉
法
人
甲
南
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ
苑

・
社
会
福
祉
法
人
や
ま
な
み
会
や
ま
な
み
工
房

・
社
会
福
祉
法
人
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
甲
賀
市
消
防
団

・
甲
賀
警
察
署

・
甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

・
甲
賀
市

問い合わせ
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